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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 30日 (2004.1.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 配 線 と 、
前 記 第 １ の 配 線 上 に 設 け ら れ た 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 配 線 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 は 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介
し て 電 気 的 に 接 続 し て な る こ と を 特 徴 と す る 配 線 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 配 線 と 、
前 記 第 １ の 配 線 上 に 設 け ら れ た 窒 化 珪 素 膜 又 は 酸 化 珪 素 膜 と そ の 上 に 形 成 さ れ た 有 機 樹 脂
膜 と で な る 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 配 線 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 は 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介
し て 電 気 的 に 接 続 し て な る こ と を 特 徴 と す る 配 線 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 第 １ の 配 線 は ア ル ミ ニ ウ ム を 有 し 、 前 記 第 ２ の 配 線
は チ タ ン 膜 と そ の 上 に 形 成 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 膜 と の 積 層 で な る こ と を 特 徴 と す る 配 線 構
造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 配 線 の 線 幅 は 前 記 第 ２ 配 線 の
線 幅 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 配 線 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】

の

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 絶 縁 膜 は 窒 化 珪 素 膜 を 有 す る も の で あ



【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に 記 載 の 配 線 構 造 を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に 記 載 の 配 線 構 造 を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
前 記 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 配 線 と 、
前 記 第 １ の 配 線 上 に 設 け ら れ た 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 配 線 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 は 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介
し て 電 気 的 に 接 続 し て な る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
前 記 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 配 線 と 、
前 記 第 １ の 配 線 上 に 設 け ら れ た 窒 化 珪 素 膜 又 は 酸 化 珪 素 膜 と そ の 上 に 形 成 さ れ た 有 機 樹 脂
膜 と で な る 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 配 線 と を 有 し 、
前 記 第 １ の 配 線 と 前 記 第 ２ の 配 線 は 前 記 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介
し て 電 気 的 に 接 続 し て な る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 又 は 請 求 項 に お い て 、 前 記 第 １ の 配 線 は ア ル ミ ニ ウ ム を 有 し 、 前 記 第 ２ の 配 線
は チ タ ン 膜 と そ の 上 に 形 成 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 膜 と の 積 層 で な る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回
路 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 配 線 は 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の ゲ イ ト 電 極 と 同 一 の 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 配 線 の 線 幅 は 前 記 第 ２ 配 線 の
線 幅 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 １ （ ａ ） に お い て 、 配 線 １ １ １ は 、 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ を 介 し て 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル
に よ り 補 助 配 線 １ ０ ６ と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 絶 縁 表 面 を 有 す る 基 板 １ ０ １ 上 に 第 １ の
配 線 １ ０ ６ が 設 け ら れ 、 第 １ の 配 線 １ ０ ６ 上 に 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ７ が 設 け ら れ 、 層 間 絶 縁 膜
１ ０ ７ 上 に 第 ２ の 配 線 １ １ １ が 設 け ら れ 、 第 １ の 配 線 １ ０ ６ と 第 ２ の 配 線 １ １ １ は 層 間 絶
縁 膜 １ ０ ７ に 形 成 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ ８ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 し て い る 、
と 表 現 す る こ と も で き る 。
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る こ と を 特 徴 と す る 配 線 構 造 。
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請 求 項 ８ 乃 至 請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 絶 縁 膜 は 窒 化 珪 素 膜 を 有 す る も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 。
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